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認知症とは、暮らしの障害です。

　認知症を持つ人とのコミュニケーションで悩む事は

紹介します。
ありませんか？認知症を持つ人に接するコツを簡単に
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あけましておめでとうございます。皆さんはどのような新年を迎えましたか？例年と

は違い、昨年は多くの困難がありました。無事にという表現が適当なのかと悩みますが、

新年を迎えられたことにひとまず感謝の気持ちを持って過ごしていけたらと思います。

今月号では、認知症についてお伝えします。概要、接し方のコツなどすぐにでも実践

可能な内容となっておりますので、少しでもお役に立てれば幸いです。雪深くなり、ご

家族と共に家で過ごす時間が増えてきたのではないでしょうか。上手く気分転換し、ス

トレスなく過ごしていきたいですね…。

年齢を重ねるにつれ、物忘れが増えた、同じ話をく

り返すことが増えた、いつもしていることができなく

なってきた、という事が出てきていませんか？それは、

認知症の始まりかもしれません。認知症は、ある日い

きなり始まることは非常に少なく、多くは上の図のよ

うに時間をかけて進行します。認知症は早期発見・早

期対策で、暮らし辛さを改善することができます。

困った時は、医師、看護師、リハビリスタッフ、

ケアマネジャーにぜひ相談を！

認知症って何だろう？

認知症がある人との関わり方
～『注文をまちがえる料理店』～

インターネットの動画サイトで、私たちが働く姿を見る事

ができます。店内は笑顔でいっぱい！！楽しく働く事が

リハビリテーション科のページが新設！過去の

「りは★リハ」も見ることが出来ますので是非、

チェックを！その他にも情報満載の内容となって

おります！

当院ホームページリニューアル！

①できた事を褒める

自分で起き上が

れたね。偉い!!
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今日は
孫が来る

忘れたり、 失敗ばかり。

どうしてなの…

次号で特集します！

認知症・接し方のコツ

効果

わかりやすい

認知症がある人との関わりで、重要になるのがその

人の「感情」への理解です。認知症は「記憶」を失っ

ても「感情」は最後まで残ります。今回は認知症への

理解、関わり方を知る機会として、『注文をまちがえ

る料理店』を紹介します。

この店はお客は地域住民、店員は認知症を持つ高齢

者です。店員が「注文をまちがえるかもしれない」と

いう前提のもと、1日限定で開店する特別な料理店で、

全国各地や道内でも時おり開店しています。医療・福

祉の専門職員が店員を支援しており、「認知症があっ

ても働く事ができる場所」・「認知症を理解する事が

できる機会」として、近年注目されています。
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②工夫する

③失敗を責めない

「文字」など

わかりやすい

目印で表示

「ボケたね」などの言葉は

心が傷つき辛い感情として

強く残る

失敗には工夫と笑顔で気

自信向上

意欲向上

喜びが増える

不安軽減


